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1.はじめに

農林水産業は気候変動の影響を最も受けやすい産業であり，農林水産省では平

成27年に「農林水産省気候変動適応計画」を，また令和3年には「みどりの食料シ

ステム戦略」を策定し，気候変動に適応する生産安定技術・品種の開発・普及等

を推進することとしている。

本報告では露地野菜の産地を事例として，気候変動が農作物の単収へ及ぼす影

響および適応策の効果についてシミュレーションを行うものである。過去の気象

データと単収実績から単収の回帰式を統計的に導き出すとともに，地球温暖化が

気候変動に与える影響を推計できるデータセットであるd4PDFを利用し，気候変動

後の気象の将来実験値を回帰式に入力して単収を予測する。また，単収が減少す

ると予測された場合，気候変動への適応策である栽培時期の調整や畑地かんがい

が単収の回復に発揮する効果について定量的に予測することを目的とする。

2.気象データによる露地野菜の単収予測

北海道K市のタマネギを対象とし，アメダスの気象データと農林水産省の「野菜

生産出荷統計」単収の関係を分析する。

タマネギは地上部の葉が光合成により獲得した炭水化物を可食部である地中部

のりん茎に貯めることで成長する。このため，単収は光合成量の蓄積に比例する

と考えられる。光合成量自体は最適な気温を中心に山形の曲線となるが，気温が

最適温度を超えると光合成量は減少に向かう。なお，気温が上昇するにつれて呼

吸量は上昇し，生成された炭水化物は呼吸のエネルギーに費やされるため，玉太

りは抑制される。また，光合成には水分が必要であり，水分が不足すると光合成

量は抑制される。以上のような気温と水分の関係を踏まえ，K市におけるタマネギ

の栽培期間の日

毎気候データ等

の累積値と単収

の1979年から20

04年の26年間の

実績について，

重回帰分析によ

り相関が最も高

くなる組み合わ

せを探った結果，
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単収予測式を以下のように設定した。

単収(t/ha)＝0.0058634×TRAM水収支累計(mm)－0.04005×気温12℃超過差分累計(℃)－0.

073537×気温12℃以下差分累計(℃)＋66.946047

(ただし5/16～8/15までの値を用いる)

3.d4PDFの将来実験値による単収のシミュレーション

単収予測式をもとに温暖化ガス排出シナリオの2℃上昇時，4℃上昇時の気候デ

ータを用いて単収を予測したところ，2℃上昇では大きな影響は生じないが，4℃

上昇では単収が3割減になると予測された。減収の主な要因は高温の影響であった。

4.適応策の効果の予測

(1) 栽培時期の前倒し 4℃上昇時の高温の影響を回避するため，試みに現在の栽

培時期から1か月前倒しした単収を予測したところ，ほぼ現況の値まで回復するこ

とが分かった。ただし前倒しに伴い降雪のリスクが増加することが判明している。

(2) 畑地かんがいの効果 隣接地区で既に実施されている国営畑地かんがい事業

のかんがい計画を導入したケースを想定し，用水補給による単収の回復効果を検

証した。間断日数および1回当たりのかんがい水量等を用い，有効雨量に機械的に

かんがい水量を加え単収を予測したところ，実測値の9割まで回復する効果がある

ことが分かった。4℃上昇時の単収減の主な要因は高温ストレスの増加と見ていた

が，4℃上昇の高温ストレスに対して，それをリカバーできるポテンシャルが元々

作物に備わっており，用水補給

の効果によりそのポテンシャル

が発揮されたものと考えられる。

5.まとめ 単収減の主要因は高

温ストレスではあったが，畑地

かんがいの水分補給の効果によ

り単収をかなり回復できる可能

性が高く，その効果を定量的に

示すことができた。
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